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　高血圧とは何らかの原因で血圧が上昇している状態です。この
状態が続くことで血管の細胞が傷ついていきます。また、一度傷
ついた血管は元に戻らず、動脈硬化を引き起こします。

　正常血圧を超えて血圧が高くなるほど、全心血管疾患、脳卒中、
心筋梗塞、慢性腎臓病などに罹

り

患
かん

するリスクは高くなり、心血管
疾患と脳卒中の約 50％が高血圧によるものだと推定されていま
す。また、感染症以外での死亡の危険因子としては、高血圧は喫
煙についで２番目に多く、死亡者数は年間約 10万人と推定され
ています。

　高血圧の中で最も多いのは不規則な生活習慣などによる本態性
高血圧です。ほかに腎性高血圧、副腎や甲状腺のホルモン異常、
遺伝性によるものなどがあります。高血圧が疑われる場合には、
まず血液検査、ＣＴ検査などを行います。その後、ホルモン異常
の検査や自宅での定期血圧測定などを行って、原因を特定します。

　生活習慣の改善は高血圧の治療に効果的です。改善する項目は、
大きくは６つあります。

以上の６項目を複数改善することで、より血圧を下げることが可
能となります。

　生活習慣の改善と並行して、薬剤での治療を行います。多くの
種類がありますが、どの薬剤を選択するかは、患者の状態や血圧
の程度、合併症の有無などを考慮して決定します。生活習慣の改
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．高血圧が引き起こす疾患22

．高血圧の原因と検査33

．高血圧の治療：生活習慣の改善44

．高血圧の治療：薬物療法55

　現在、日本人の２人に１人ががんになるといわれており、社会全体で取
り組むがん対策の必要性が高まっています。
　広島県は、従業員のがん検診受診率向上や地域への啓発活動など、主体
的かつ積極的にがん対策に取り組む団体の登録制度として「Teamがん対
策ひろしま」という取り組みを推進しており、庄原市内では長岡商事株式
会社とピンクリボン実行委員会 in 東城が登録されています。
　「Teamがん対策ひろしま」は、毎年、優良な取り組みを行った団体を
表彰していますが、このたび、長岡商事株式会社が令和元年度の「デーモ
ン閣下特別賞」を受賞しました。
　皆さんも「家族を誘ってがん検診を受診する」「がんの講演会に参加する」
など、自分でもできる「がん対策」について考えてみましょう。

保健医療課健康推進係　保健医療課健康推進係　☎０８２４ー７３ー１２５５☎０８２４ー７３ー１２５５

庄原市立西城市民病院

内科医師　脇
わき
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もと

旭
あさひ

高血圧高血圧

がん対策に取り組みましょう

善のみで血圧が低下した場合、薬物療法
を終了することもあります。

　高血圧は症状が出にくく、重大な疾患
を引き起こして初めて分かることもある
ため、沈黙の殺人者だといわれていま
す。定期的に健診を受けて早期発見を心
掛け、症状がないからと放置せず治療を
行うことがとても大切です。

．最後に66

表彰状を受け取った長岡商事株式会社 代表
取締役 長岡廣樹さんとデーモン閣下

①減塩　１日６ｇ未満を目指す
②食事　野菜・果物・魚を摂取し、脂質の摂取を控える
③減量 ＢＭＩ（体重kg÷身長ｍ÷身長ｍ）が25未満を目指す
④運動　毎日30分以上を目標に、有酸素運動を行う
⑤節酒  アルコール量は１日20ｇ以下にする（缶ビールなら500ml以下）
⑥禁煙　禁煙に努め、受動喫煙を防止する

広報しょうばら／ 2020.2　8

　
　

応
援
し
ま
す
！
あ
な
た
の
子
育
て

子
育
て
通
信

子
育
て
通
信

あ
そ
び
っ
子

あ
そ
び
っ
子

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

※利用料金は１時間当たりまたは１泊当たりの金額です。
※２人目からは半額になります。

利用料金一覧

　 平日
土・日・
祝日・
年末年始

宿泊

妊婦健診時・
兄弟姉妹の
医療機関受診時

（平日）（土・日・祝日・年末年始）
提供会員への
支払額 600円 700円 3,000円 600円 700円

内
訳

依頼者利用料 300円 350円 1,500円 200円 230円

市の支援額 300円 350円 1,500円 400円 470円

児童福祉課
あんしん支援係
☎ 0824-73-0051

あ
な
た
も
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

ファミリー・サポートＱ＆Ａ
Ｑ　子育て家庭をサポートしたい気
持ちはあるけど、活動できないとき
もあるかも…
Ａ　事前にサポート可能な日時を
伺った上で、サポートを打診した時
点で提供会員の都合が良い場合に限
ります。
Ｑ　今、子育て中だけど、提供会員に
なれるの？
Ａ　ご自身に無理がなければ大丈夫
です。同じ子育て家庭同士助け合う
ことで子育て仲間の輪が広がり、お
子さんの友達づくりもできますね。

庄
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リ
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ポ
ー
ト
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、

育
児
を
応
援
し
た
い
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提
供
会
員
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と
育
児
を
応
援
し
て
ほ
し
い
人
が
、相

互
に
関
わ
り
合
っ
て
安
心
し
て
子
育

て
を
す
る
た
め
の
、会
員
組
織
の
相
互

支
援
活
動
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）で

す
。緊
急
時
な
ど
必
要
に
応
じ
て
子

ど
も
を
預
か
り
ま
す
。（
乳
幼
児
か
ら

小
学
６
年
生
ま
で
が
対
象
で
す
。）

　

子
ど
も
が
好
き
な
方
、自
分
の
空

い
て
い
る
時
間
に
何
か
支
援
活
動
が

で
き
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
方

は
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
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動
し
ま
す

●
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育
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設
な
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へ
の
送
迎
、保
育

開
始
前
や
終
了
後

●
放
課
後

●
学
校
・
保
育
施
設
の
休
み
中
（
土
・

日
・
祝
日
・
長
期
休
暇
な
ど
）

●
病
後
の
回
復
期
で
、保
育
施
設
な

ど
へ
の
通
所
が
困
難
な
と
き

●
保
護
者
の
入
院
や
出
張
な
ど
、緊

急
時
の
一
時
預
か
り
や
宿
泊
支
援

　

こ
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も
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預
か
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場
合
が
あ
り
ま
す
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市
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た
家
庭

を
訪
問
す
る
「
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

出
生
し
て
１
カ
月
間
は
、
新
生
児
に

と
っ
て
は
、
お
な
か
の
外
で
の
生
活
に

慣
れ
る
ま
で
の
大
切
な
期
間
で
す
。
呼

吸
な
ど
体
の
機
能
が
未
熟
で
、
哺
乳
力

も
弱
く
、「
ち
ゃ
ん
と
母
乳
・
ミ
ル
ク

が
飲
め
て
い
る
か
」「
体
重
が
増
え
て

い
る
か
」「
体
調
は
ど
う
か
」「
な
ぜ
泣

く
の
か
」
な
ど
、
何
か
と
心
配
な
事
が

多
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
産
後
の
母
親
は
、
昼
夜
問
わ

ず
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
に
追
わ
れ
る
生
活

の
中
で
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
急
激

な
変
化
な
ど
も
起
こ
り
、
睡
眠
不
足
・

疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
、
精
神
的
に
不
安

定
な
状
態
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
訪
問

し
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
の
内
容

▼
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
（
発
育
・
発

達
の
確
認
）

▼
乳
幼
児
健
診
、
予
防
接
種
、
育
児
相

談
な
ど
の
説
明

▼
母
親
の
健
康
状
態
の
確
認

▼
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談

▼
地
域
で
交
流
で
き
る
場
な
ど
の
子
育

て
情
報
の
提
供

　

市
民
の
方
だ
け
で
な
く
、
里
帰
り
出

産
し
た
方
へ
の
訪
問
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
民
の
方
が
里
帰
り
出
産

の
た
め
他
市
町
村
の
実
家
な
ど
へ
帰
っ

た
場
合
に
も
、
帰
省
先
で
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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